
2024年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）
2024年5月14日

上場会社名 株式会社 岡本工作機械製作所 上場取引所 東

コード番号 6125 URL https://www.okamoto.co.jp

代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 石井　常路

問合せ先責任者 （役職名） 取締役常務執行役員 管理本部長 （氏名） 高橋　正弥 TEL 027-385-5800

定時株主総会開催予定日 2024年6月27日 配当支払開始予定日 2024年6月28日

有価証券報告書提出予定日 2024年6月27日

決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 有 （機関投資家・アナリスト向け）

（百万円未満切捨て）

1. 2024年3月期の連結業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 50,198 10.3 6,133 9.6 6,284 13.2 4,556 13.1

2023年3月期 45,524 21.2 5,598 37.2 5,552 32.3 4,029 39.3

（注）包括利益 2024年3月期　　6,065百万円 （31.5％） 2023年3月期　　4,611百万円 （26.8％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年3月期 970.03 ― 16.6 10.9 12.2

2023年3月期 870.52 ― 17.8 10.8 12.3

（参考） 持分法投資損益 2024年3月期 ―百万円 2023年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 60,164 29,977 49.8 6,382.23

2023年3月期 55,098 24,860 45.1 5,291.05

（参考） 自己資本 2024年3月期 29,977百万円 2023年3月期 24,860百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年3月期 929 △3,634 1,237 11,418

2023年3月期 2,684 △3,079 406 12,375

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年3月期 ― 80.00 ― 100.00 180.00 845 20.7 3.7

2024年3月期 ― 100.00 ― 100.00 200.00 939 20.6 3.4

2025年3月期(予想) ― 80.00 ― 80.00 160.00 30.1

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 20,000 △18.9 700 △75.9 700 △76.2 400 △78.5 85.16

通期 45,000 △10.4 3,600 △41.3 3,600 △42.7 2,500 △45.1 532.26



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期 4,717,895 株 2023年3月期 4,717,895 株

② 期末自己株式数 2024年3月期 20,901 株 2023年3月期 19,346 株

③ 期中平均株式数 2024年3月期 4,697,752 株 2023年3月期 4,629,037 株

（参考）個別業績の概要

2024年3月期の個別業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 31,242 24.5 4,884 49.8 5,253 51.3 3,617 48.9

2023年3月期 25,090 21.9 3,260 11.6 3,472 16.2 2,429 16.2

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期 769.97 ―

2023年3月期 524.82 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 37,448 20,191 53.9 4,298.76

2023年3月期 36,063 17,522 48.6 3,729.37

（参考） 自己資本 2024年3月期 20,191百万円 2023年3月期 17,522百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項について
は、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における世界経済は、ウクライナ情勢の長期化による原材料・エネルギー価格の高騰、欧米でのイ

ンフレや金融引き締め、中国での景気減速など、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

わが国経済におきましては、新型コロナウイルス感染防止の行動制限が緩和され、社会経済活動の正常化への動き

がみられました。一方で、不安定な国際情勢の中での物価上昇や、世界的な金融引き締めによる円安の進行もあり、

景気の先行きは依然として不透明な状況となっております。

このような状況の中で当社グループは、今期が２年目の中期経営計画「“創”lution 2025 GRIT ＆ Adjust」で掲

げた最終年度の目標売上高500億円、営業利益60億円を１年前倒しでの達成に向け、生産体制やカスタマーサポート

体制の拡充、半導体関連装置事業の強化などに注力してまいりました。

その結果、当連結会計年度における連結売上高は50,198百万円(前年同期比10.3％増)、営業利益は6,133百万円(前

年同期比9.6％増)、経常利益は6,284百万円(前年同期比13.2％増)となり、親会社株主に帰属する当期純利益は4,556

百万円（前年同期比13.1％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりです。

①工作機械事業

国内市場におきましては、受注は前年度好調であった半導体関連向けでの設備投資が落ち着いたことや、ロボッ

ト向け歯車の受注低迷により前年度より減少しております。売上につきましては、セラミックス業界向けのロータ

リー平面研削盤や幅広い業種に大型平面研削盤の販売が増加し、前年度を上回りました。

海外市場におきましては、米国では金利引上げ政策や今年11月に控える大統領選挙の影響により景気の先行きは

不透明な状況となっております。中小企業を中心に設備投資へ消極的な姿勢が継続したため工作機械、鋳物の需要

が落ち込み受注、売上ともに前年度を下回りました。欧州におきましては、ウクライナ情勢など地政学的リスクに

より経済が停滞しているものの、EV関連向けの底堅い需要は継続し、受注、売上ともに堅調に推移しております。

中国におきましては、歯車の市況悪化により受注が低迷している一方で、EV車用リチウムイオン電池向けの大型平

面研削盤の販売が増加し、売上は前年度を上回ることができました。

以上の結果、売上高は31,604百万円（前年同期比1.0％増）、セグメント利益（営業利益）は2,025百万円（前年

同期比26.3％減）となりました。

②半導体関連装置事業

半導体市場におきましては、半導体需要の緩やかな回復が見られるものの、世界的なインフレや米国による中国

への輸出規制、パソコン、スマートフォン向けの需要低迷などにより市況の回復は遅れております。一方で、省エ

ネや高効率化に不可欠な次世代パワー半導体や高周波通信デバイス向けの半導体などでは旺盛な需要が継続してお

ります。

このような状況の中で当社グループは、ポリッシャーやグラインダーの拡販に向けて、ウェーハ業界向けの新機

種開発やサービス拠点拡充などの諸施策を進めてまいりました。その結果、売上につきましては、国内、欧州向け

のウェーハ生産用ファイナルポリッシャーと東アジア向けのパワー半導体向けグラインダーの販売が増加し、前年

度を上回りました。受注につきましては、国内、東アジアの先端パワー半導体向けの取引先からグラインダーやポ

リッシャーなどの受注を獲得しました。しかしながら、市況回復の遅れにより、ユーザーの設備投資計画が見直さ

れるなど、受注は前年度より大きく減少する結果となりました。

以上の結果、売上高は18,594百万円（前年同期比30.8％増）、セグメント利益（営業利益）は5,389百万円（前

年同期比34.1％増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末と比較して5,066百万円増加し、60,164百万円となりました。

主な要因は、現金及び預金が3,244百万円、有形固定資産が2,178百万円増加したことによるものであります。

当連結会計年度末の負債の合計は、前連結会計年度末と比較して51百万円減少し、30,187百万円となりました。

主な要因は、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が4,227百万円増加した一方で、短期借入金が

1,231百万円、契約負債が3,546百万円減少したことによるものであります。

また、純資産は、前連結会計年度末と比較して5,117百万円増加し、29,977百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金が、親会社株主に帰属する当期純利益の計上4,556百万円、配当金の支払い939百万円により3,617百万

円、及び為替換算調整勘定が1,216百万円増加したことによるものであります。

これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末の45.1％から49.8％となりました。

2022年３月期  2023年３月期  2024年３月期

自己資本比率(％) 42.8 45.1 49.8

時価ベースの自己資本比率(％) 43.2 45.0 52.6

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年) 0.5 2.4 10.1

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 124.0 28.8 7.9

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末と比較

して956百万円減少し、11,418百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は929百万円（前年同期は2,684百万円の獲得）となりました。これは主に、売上

債権の増加3,064百万円及び契約負債の減少3,712百万円により資金が減少した一方で、税金等調整前当期純利益

6,640百万円及び減価償却費1,834百万円により資金が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は3,634百万円（前年同期は3,079百万円の使用）となりました。これは主に、定

期預金の預入による支出216百万円、有形固定資産の取得による支出2,817百万円及び無形固定資産の取得による

支出206百万円により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は1,237百万円（前年同期は406百万円の獲得）となりました。これは主に、短期

借入金の純減少額1,386百万円、長期借入金の返済による支出459百万円、リース債務の返済による支出457百万円

及び配当金の支払額932百万円により資金が減少した一方で、長期借入れによる収入4,500百万円により資金が増

加したことによるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

(注)自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

※営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対

象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用してお

ります。
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（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては円安の進行や原材料価格の高騰、金融政策の引締めによる金利上昇など、先行きの

不透明な状況が続くものと見込まれます。このような状況の中で、当社グループは生産体制やカスタマーサポート体

制の拡充、半導体関連装置事業の強化などに引き続き注力してまいります。

次期の業績につきましては、売上高45,000百万円、営業利益3,600百万円、経常利益3,600百万円、親会社株主に

帰属する当期純利益は2,500百万円を見込んでおります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題のひとつとして位置づけ、内部留保とのバランスを考慮

しつつ、安定的な配当を継続して行うことを基本方針としております。

なお、当期の期末配当金につきましては、１株につき100円とさせていただく予定ですが、2024年６月27日に開催

予定の第125期定時株主総会決議をもって正式に決定いたします。

次期の配当につきましては、上記の基本方針をふまえ、中間配当金として１株につき80円、期末配当金として１

株につき80円とし、これにより年間配当金は１株につき160円の配当を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは日本基準を適用しております。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、検討を進めていく方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,651 11,895

受取手形 ※４ 25 ※４ 16

電子記録債権 ※４ 1,864 ※４ 3,343

売掛金 6,199 7,948

契約資産 764 1,009

有価証券 4,000 －

商品及び製品 5,725 4,997

仕掛品 8,207 8,641

原材料及び貯蔵品 4,313 4,320

未収入金 63 41

その他 589 485

貸倒引当金 △159 △135

流動資産合計 40,245 42,564

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※２ 17,780 ※２ 20,224

減価償却累計額 △12,830 △14,509

建物及び構築物（純額） ※２ 4,949 ※２ 5,714

機械装置及び運搬具 ※２ 18,972 ※２ 22,622

減価償却累計額 △15,981 △17,879

機械装置及び運搬具（純額） ※２ 2,991 ※２ 4,743

工具、器具及び備品 ※２ 4,684 ※２ 4,889

減価償却累計額 △4,145 △4,206

工具、器具及び備品（純額） ※２ 538 ※２ 682

土地 ※２ 2,131 ※２ 2,380

リース資産 2,254 2,332

減価償却累計額 △1,285 △1,351

リース資産（純額） 968 980

建設仮勘定 1,155 411

有形固定資産合計 12,735 14,913

無形固定資産

無形固定資産合計 277 402

投資その他の資産

投資有価証券 ※１ 258 ※１ 455

退職給付に係る資産 888 1,319

繰延税金資産 416 224

その他 293 308

貸倒引当金 △16 △23

投資その他の資産合計 1,840 2,284

固定資産合計 14,853 17,600

資産合計 55,098 60,164

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※４ 3,662 ※４ 3,116

電子記録債務 ※４ 3,402 ※４ 4,095

短期借入金 ※２,※５ 4,689 ※２,※５ 3,457

１年内償還予定の社債 12 12

１年内返済予定の長期借入金 ※２,※６ 467 ※２,※６ 748

リース債務 401 384

未払法人税等 1,127 1,386

契約負債 11,383 7,836

賞与引当金 531 522

製品保証引当金 49 33

その他 2,510 2,387

流動負債合計 28,237 23,982

固定負債

社債 12 －

長期借入金 ※２,※６ 197 ※２,※６ 4,143

リース債務 604 618

退職給付に係る負債 1,032 1,110

資産除去債務 119 121

その他 35 211

固定負債合計 2,001 6,205

負債合計 30,238 30,187

純資産の部

株主資本

資本金 4,880 4,880

資本剰余金 138 138

利益剰余金 18,619 22,236

自己株式 △83 △92

株主資本合計 23,555 27,163

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5 43

為替換算調整勘定 1,169 2,386

退職給付に係る調整累計額 130 383

その他の包括利益累計額合計 1,304 2,813

純資産合計 24,860 29,977

負債純資産合計 55,098 60,164
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

売上高 45,524 50,198

売上原価 ※１ 31,151 ※１ 34,671

売上総利益 14,372 15,527

販売費及び一般管理費 ※２,※３ 8,774 ※２,※３ 9,393

営業利益 5,598 6,133

営業外収益

受取利息 26 98

受取配当金 44 28

受取賃貸料 4 4

物品売却益 67 75

為替差益 － 18

助成金収入 18 23

その他 39 41

営業外収益合計 200 291

営業外費用

支払利息 92 117

支払手数料 18 4

為替差損 64 －

控除対象外消費税等 25 0

その他 44 17

営業外費用合計 246 140

経常利益 5,552 6,284

特別利益

固定資産売却益 ※４ 2 ※４ 5

負ののれん発生益 － ※５ 405

特別利益合計 2 411

特別損失

固定資産処分損 ※６ 17 ※６ 19

投資有価証券評価損 － 35

特別損失合計 17 55

税金等調整前当期純利益 5,537 6,640

法人税、住民税及び事業税 1,628 1,929

法人税等調整額 △119 153

法人税等合計 1,508 2,083

当期純利益 4,029 4,556

親会社株主に帰属する当期純利益 4,029 4,556

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

当期純利益 4,029 4,556

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 38

為替換算調整勘定 732 1,216

退職給付に係る調整額 △152 253

その他の包括利益合計 581 1,508

包括利益 4,611 6,065

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 4,611 6,065

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,880 140 15,321 △743 19,598

当期変動額

剰余金の配当 △731 △731

親会社株主に帰属する当期純利益 4,029 4,029

自己株式の取得 △5 △5

自己株式の処分 △1 665 663

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 － △1 3,298 659 3,956

当期末残高 4,880 138 18,619 △83 23,555

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算調整勘
定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 3 436 282 723 9 20,331

当期変動額

剰余金の配当 △731

親会社株主に帰属する当期純利益 4,029

自己株式の取得 △5

自己株式の処分 663

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

1 732 △152 581 △9 572

当期変動額合計 1 732 △152 581 △9 4,528

当期末残高 5 1,169 130 1,304 － 24,860

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自2022年４月１日　至2023年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 4,880 138 18,619 △83 23,555

当期変動額

剰余金の配当 △939 △939

親会社株主に帰属する当期純利益 4,556 4,556

自己株式の取得 △8 △8

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 － － 3,617 △8 3,608

当期末残高 4,880 138 22,236 △92 27,163

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証
券評価差額金

為替換算調整勘
定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包括
利益累計額合
計

当期首残高 5 1,169 130 1,304 24,860

当期変動額

剰余金の配当 △939

親会社株主に帰属する当期純利益 4,556

自己株式の取得 △8

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

38 1,216 253 1,508 1,508

当期変動額合計 38 1,216 253 1,508 5,117

当期末残高 43 2,386 383 2,813 29,977

当連結会計年度（自2023年４月１日　至2024年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 5,537 6,640

減価償却費 1,521 1,834

賞与引当金の増減額（△は減少） 45 △19

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17 △37

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △104 △89

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 25 41

受取利息及び受取配当金 △70 △127

助成金収入 △18 △23

支払利息 92 117

支払手数料 18 4

為替差損益（△は益） △17 △89

固定資産処分損益（△は益） 14 13

投資有価証券評価損益（△は益） － 35

負ののれん発生益 － △405

売上債権の増減額（△は増加） △549 △3,064

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,722 1,055

その他の資産の増減額（△は増加） 74 292

仕入債務の増減額（△は減少） 542 △16

未払消費税等の増減額（△は減少） △34 184

契約負債の増減額（△は減少） 153 △3,712

その他の負債の増減額（△は減少） 315 △58

その他 6 21

小計 3,850 2,598

利息及び配当金の受取額 69 125

利息の支払額 △93 △117

助成金の受取額 18 23

法人税等の支払額 △1,160 △1,721

法人税等の還付額 0 20

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,684 929

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △15 △216

定期預金の払戻による収入 59 36

有形固定資産の取得による支出 △3,048 △2,817

有形固定資産の売却による収入 8 5

無形固定資産の取得による支出 △122 △206

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △158

子会社株式の取得による支出 － △90

投資有価証券の取得による支出 － △66

短期貸付けによる支出 － △100

保険積立金の積立による支出 △8 △10

保険積立金の解約による収入 11 11

敷金及び保証金の差入による支出 △33 △6

敷金及び保証金の回収による収入 113 2

その他 △44 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,079 △3,634

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,531 △1,386

長期借入れによる収入 － 4,500

長期借入金の返済による支出 △612 △459

社債の償還による支出 △6 △12

割賦債務の返済による支出 △1 △1

リース債務の返済による支出 △407 △457

手数料の支払による支出 △18 △4

自己株式の取得による支出 △5 △8

配当金の支払額 △727 △932

新株予約権の行使による自己株式の処分による収

入
654 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 406 1,237

現金及び現金同等物に係る換算差額 347 509

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 358 △956

現金及び現金同等物の期首残高 12,016 12,375

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 12,375 ※１ 11,418
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（表示方法の変更）

前連結会計年度において、「流動資産」の「受取手形」に含めていた「電子記録債権」は、資産の総額の100分の５を

超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度

の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「受取手形」に表示していた1,890百万円は、

「受取手形」25百万円、「電子記録債権」1,864百万円として組み替えております。
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前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

投資有価証券（株式） 181百万円 271百万円

出資金（その他） 19 20

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

建物及び構築物 2,420百万円 3,988百万円

機械装置及び運搬具 947 1,489

土地 1,591 2,026

計 4,958 7,504

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

建物及び構築物 639百万円 702百万円

機械装置及び運搬具 531 593

工具、器具及び備品 119 156

計 1,290 1,453

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

短期借入金 1,774百万円 2,043百万円

長期借入金（１年内返済予定を含む） 384 4,097

銀行保証 98 93

計 2,256 6,234

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

受取手形裏書譲渡高 109百万円 51百万円

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

受取手形 －百万円 0百万円

電子記録債権 － 2

支払手形 － 85

電子記録債務 － 747

（連結貸借対照表関係）

※１　非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

※２　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

　また、上記担保資産の他、安中工場財団形成物件は次のとおりであります。

　担保付債務は、次のとおりであります。

３　受取手形裏書譲渡高

※４　連結会計年度末日満期手形等

　連結会計年度末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当連

結会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形等が連結会計年度末残高に含ま

れております。
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前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

当座貸越極度額及びコミットメントライン契約の総額 11,966百万円 10,744百万円

借入実行残高 3,652 2,360

差引額 8,313 8,383

※５　当座貸越契約及びコミットメントライン契約

　当社は、運転資金を効率的に調達するため、取引銀行と当座貸越契約及びコミットメントライン契約を締結しており

ます。これらの契約に基づく連結会計年度末における借入未実行残高は次のとおりであります。

※６　財務制限条項

前連結会計年度（2023年３月31日）

2018年９月25日締結のタームローン契約には、下記条項が付されております。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期の直前の第２四半期

の末日又は2019年３月に終了する決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額のいずれか大

きい方の75%の金額以上にそれぞれ維持すること。

②　各年度の第２四半期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額を、当該第２四半期の直前の決

算期の末日又は2019年３月に終了する決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額のいずれ

か大きい方の75%の金額以上にそれぞれ維持すること。

③　各年度の決算期に係る連結損益計算書の経常損益に関して、それぞれ２期連続して経常損失を計上しないこ

と。

当連結会計年度（2024年３月31日）

2018年９月25日締結のタームローン契約には、下記条項が付されております。

①　各年度の決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期の直前の第２四半期

の末日又は2019年３月に終了する決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額のいずれか大

きい方の75%の金額以上にそれぞれ維持すること。

②　各年度の第２四半期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額を、当該第２四半期の直前の決

算期の末日又は2019年３月に終了する決算期の末日における連結貸借対照表における純資産の部の金額のいずれ

か大きい方の75%の金額以上にそれぞれ維持すること。

③　各年度の決算期に係る連結損益計算書の経常損益に関して、それぞれ２期連続して経常損失を計上しないこ

と。
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前連結会計年度
（自　2022年４月１日

　　至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

　　至　2024年３月31日）

333百万円 407百万円

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

　　至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

　　至　2024年３月31日）

荷造発送費 1,470百万円 1,132百万円

給料手当 2,710 3,021

賞与引当金繰入額 214 215

退職給付費用 47 77

減価償却費 222 271

貸倒引当金繰入額 △3 △0

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

　　至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

　　至　2024年３月31日）

165百万円 283百万円

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

建物 －百万円 0百万円

機械装置及び運搬具 1 5

工具、器具及び備品 0 0

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

建物 0百万円 18百万円

機械装置及び運搬具 15 1

工具、器具及び備品 0 0

リース資産 1 －

（連結損益計算書関係）

※１　期末棚卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後（前連結会計年度末に計上した簿価切下額の戻入額相殺後）の金額
であり、次の棚卸資産評価損（△は益）が売上原価に含まれております。

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

※３　一般管理費に含まれる研究開発費の総額

なお、製造費用に含まれるものはありません。

※４　固定資産売却益の主な内容は次のとおりであります。

※５　負ののれん発生益

前連結会計年度（自2022年４月１日　至2023年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自2023年４月１日　至2024年３月31日）

負ののれん発生益は、大和工機株式会社の株式を取得し連結子会社としたことにより発生したものであります。

※６　固定資産処分損の主な内容は次のとおりであります。
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前連結会計年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

当連結会計年度
（自  2023年４月１日

至  2024年３月31日）

現金及び預金勘定 8,651百万円 11,895百万円

有価証券勘定に含まれる

合同運用指定金銭信託
4,000 －

預入期間が３か月を超える定期預金 △276 △476

現金及び現金同等物 12,375 11,418

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）1

連結財務諸
表計上額
(注）2工作機械

半導体
関連装置

計

売上高

外部顧客への売上高 31,305 14,219 45,524 － 45,524

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 31,305 14,219 45,524 － 45,524

セグメント利益 2,749 4,018 6,767 △1,169 5,598

セグメント資産 29,395 12,107 41,502 13,596 55,098

その他の項目

減価償却費 1,261 241 1,502 18 1,521

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
3,372 265 3,637 283 3,921

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、生産設備に関する機械装置の生産・販売を中心に事業展開しております。したがって、当社は、当社製

品を用いて加工する対象物を基準とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「工作機械事業」及

び「半導体関連装置事業」の２つを報告セグメントとしております。

「工作機械事業」は、主に研削盤、精密歯車及び鋳物を生産・販売しております。「半導体関連装置事業」は、

主にポリッシングマシン、グラインディングマシン、スライシングマシンを生産・販売しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と同一であり、報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自2022年４月１日　至2023年３月31日）

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

（1）セグメント利益の調整額△1,169百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（2）セグメント資産の調整額13,596百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主

に報告セグメントに帰属しない余資運用資金（現金預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び繰

延税金資産等であります。

（3）その他の項目の減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメン

トに配分していない全社に係るものであります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）1

連結財務諸
表計上額
(注）2工作機械

半導体
関連装置

計

売上高

外部顧客への売上高 31,604 18,594 50,198 － 50,198

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 31,604 18,594 50,198 － 50,198

セグメント利益 2,025 5,389 7,414 △1,280 6,133

セグメント資産 31,620 15,409 47,030 13,134 60,164

その他の項目

減価償却費 1,528 282 1,810 23 1,834

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
2,355 515 2,870 111 2,982

当連結会計年度（自2023年４月１日　至2024年３月31日）

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

（1）セグメント利益の調整額△1,280百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

（2）セグメント資産の調整額13,134百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、主

に報告セグメントに帰属しない余資運用資金（現金預金）、長期投資資金（投資有価証券）及び繰

延税金資産等であります。

（3）その他の項目の減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、各報告セグメン

トに配分していない全社に係るものであります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

大和工機株式会社の株式を取得し連結子会社としたことにより、負ののれん発生益を認識しております。当該

事項による負ののれん発生益の計上額は405百万円であります。なお、負ののれん発生益は特別利益のため、上

記セグメント利益には含まれておりません。
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前連結会計年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

当連結会計年度
（自  2023年４月１日

至  2024年３月31日）

１株当たり純資産額 5,291円05銭 6,382円23銭

１株当たり当期純利益金額 870円52銭 970円03銭

前連結会計年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

当連結会計年度
（自  2023年４月１日

至  2024年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額

（百万円）
4,029 4,556

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

金額（百万円）
4,029 4,556

期中平均株式数（千株） 4,629 4,697

（１株当たり情報）

（注）１．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの希薄化

効果を有しないため、記載しておりません。当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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セグメントの名称

当連結会計年度

（自　2023年４月１日

　  至　2024年３月31日）

前年同期比（％）

工作機械（百万円） 23,242 99.3

半導体関連装置（百万円） 11,134 103.1

          合計（百万円） 34,377 100.5

セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同期比（％）
受注残高

（百万円）
前年同期比（％）

工作機械 26,929 82.6 14,021 75.0

半導体関連装置 5,796 32.4 25,086 66.2

         合計 32,725 64.8 39,108 69.1

セグメントの名称

当連結会計年度

（自　2023年４月１日

　  至　2024年３月31日）

前年同期比（％）

工作機械（百万円） 31,604 101.0

半導体関連装置（百万円） 18,594 130.8

          合計（百万円） 50,198 110.3

４．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

 ① 生産実績

　　当連結会計年度の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　（注）金額は製造原価によっております。

 ② 受注状況

　　当連結会計年度の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 ③ 販売実績

　　当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
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